
 

 

 

 

第４学年 道徳科学習指導案 

１ 主題名「みんなが気持ちよく」（内容項目：C-12 規則の尊重） 

２ 教材名「雨のバスていりゅう所で」（出典「きみが いちばん ひかるとき」光村図書） 

３ 主題設定の理由 

 規則とは、物事のきまりであり、秩序である。自他共に平等で安心した生活が送れる

ように規則があり、それを守ることは、社会で生きていく上で欠くことができない。し

かし、毎日の生活では、つい自分のことばかり考えてしまい、社会や集団の中での規則

である、約束やきまり、マナーを意識できないことがある。マナーとは、人と人とがお

互いに気持ちよく関わるための心遣いや礼儀のことである。ここでは、約束やきまりを

守ることや、マナーを意識することの意義について考えさせ、自分だけでなく、みんな

も大切にしながら生活していこうとする道徳的実践意欲を育てていきたい。 

本学級の児童は、規則を自律的に意識して行動できる子が多い。なぜ、その規則があ

るのか、それを守る人が少なくなるとどうなるのか等を考えさせてきた積み重ねの成果

もあり、「自分も大事、相手も大事」を理解し、自他の権利を意識し合う姿が見られる。

一方で、自分の考えを優先し、自分勝手な行動をとってしまい、集団の中で規則を守る

ことができず、お互いを大事にする人間関係をうまく築くことができない姿が見られる

こともある。こうした実態を踏まえ、子どもたちの日常に当たり前に存在する約束やき

まり、マナーを守ること、それらを意識することについて立ち止まって考え、改めてそ

の意義を自分との関わりで捉えさせていきたい。 

本時で最も考えさせたいことは、きまりやマナーを守ることの意義である。そこで、

よし子の行動を様々な視座で考え、よし子・お母さん・バスを待っている人への自我関

与を通して、きまりを守ることやマナーを意識する意義を多面的・多角的に考察してい

く。また、自分の考えや立場を決めた上で、目的を明確にした交流の機会（ペア・フリ

ー・ロイロノートでの共有）を多く設け、個別最適な学びと協働的なの学びを往還させ

ながら、規則の尊重に関する自らの考えを補充・深化・統合できる学習過程や学びの場

を工夫していく。 

４ 本時のねらい 

人より先にバスに乗ろうとしたよし子の行動を様々な視座で考えることを通して、き

まりやマナーを守ったり、意識したりすることの意義について考え、自他を尊重し、みん

なが気持ちよく過ごすために生活しようとする道徳的実践意欲を育てる。 

５ 本授業のポイント 

 

 

 

 

 

「物事を（広い視野から）多面的・多角的に考える」 

を重点とした道徳科の授業づくり 

① ロイロノートやワークシートを活用した活動及び共有による探索的な学びの場の設定 

② 様々な視座から物事を捉え、立ち止まり、考えるための教師による仕掛け・問い返しの工夫 

③ 個別最適な学びと協働的なの学びを往還させながら考えを補充・深化・統合していく学習過程と

学びの場の工夫 



６ 本時の展開 
 学習活動 ○主な発問 ・予想される児童生徒の発言 留意点や評価の観点 等 

導 

入 

１ 道徳的価値（規則の尊重）と出会う 

 ○みんなはどう思いますか？ 

   

  ⇒「きまり」と「マナー」の違いに触れる。  

〇マナーについて誰かに言われたことはある？ 

  ・食事のマナーは親に細かく言われるよ。 

  ・人の家に行った時のマナーも教えてもらったよ。 

 〇今日は、「みんなが気持ちよく」をキーワードに、集団や 

社会との関わりについて考えていきます。⇒読み聞かせ 

 

・本時の内容について自分との

関わりで捉えさせる。 

 

 

 

 

・本時の内容項目の視点とキー 

ワードを共有する。 

展 

開 

２ 教材を通して道徳的価値を様々な視座で考える 

 ○あなたは、お母さんの行動に納得できますか？ 

  ・できる ・悩む ・できない 

 ○なぜ、よし子はモヤモヤしているの？ 

  ・母のせいでバスの座席に座れなかったから。 

  ・母親がいつもとは違う様子だから。 

 ○なぜ、お母さんはモヤモヤしているの？ 

  ・よし子が自分のことしか考えていないから。 

  ・先に並んでいる人がいるのにズルをしたから。 

○よし子の行動は、他に並んでいる人にどう思われる可能性がある？ 

  ・私があの子より先に並んでいたのに…。 

  ・親は子どもに何を教えているのかしら…。 

 ○どういう思いでお母さんはこんな行動をしたのかな？ 

  ・周りを気にしてほしいから。 

  ・人と人が生きていく社会では、みんなを気にしないと 

いけない時があると知ってほしいから。 

 

・ロイロノートで自分の立場を

選択し交流する。 

・モヤモヤをキーワードに、よ

し子とお母さんの視座で考え 

を深める。 

 

 

 

・モヤモヤをキーワードに、第 

三者の視座で考えを深める。 

 

・ロイロノートに自分の考えを

記入し交流する。 

 

終 

末 

３ 道徳的価値を自分との関わりで捉え整理する 

 ○なぜ、集団や社会の中では『みんなが気持ちよく』を考 

える必要があるの？ 

  ・迷惑になるから。・みんなにも大切なものがあるから。 

 ○みんなが気持ちよく過ごすために、あなたができること
．．．．．．．．．

は何ですか？ 

・自分のことだけを考えすぎないで、周りを気にする。 

  ・たくさんの人と関わって、たくさんの考え方を知ること。 

 ○これはやっぱりダメなのかな？ 

   

 ○視点を意識して今日の振り返りをしましょう。 

  ・様々な価値観がある中でのマナーは難しい…。 

  ・「自分も大事、相手も大事」を考えて過ごしていきたい。 

 

・内容項目と本時のキーワード 

について再考し、考えを整理

させる。 

・ワークシートに記入し、考え 

を交流する。 

【評価】 

よし子の行動について様々な視

座で考えたことをもとに、みん

なが気持ちよく過ごすために大

切なことを自分との関わりで考

えることができたか。 

 

 

ある日の給食時間の話⇒食べ方・食器の持ち方・横入りの写真提示 

活動共有⇒探索的な学び 

活動共有⇒探索的な学び 

画像を拡大したり、『もし…』を考えたりすることで、マナーについて再考する 


